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主  題：わたしは羊の門です 

聖書箇所：ヨハネの福音書１０章１－１０節 

 

この朝、皆さんと学びたいのはヨハネの福音書１０章のみことばです。特に１－１０節を通して、「羊

の門」であるイエス様について、きょうはいっしょに考えてみたいと思います。まずはいつものようにみ

ことばを一度お読みしますので、神様のことばによく目を留めてください。 

ヨハネ１０：１－１０ 

「:1 「まことに、まことに、あなたがたに告げます。羊の囲いに門から入らないで、ほかの所を乗り越えて

来る者は、盗人で強盗です。:2 しかし、門から入る者は、その羊の牧者です。:3 門番は彼のために開き、

羊はその声を聞き分けます。彼は自分の羊をその名で呼んで連れ出します。:4 彼は、自分の羊をみな引き

出すと、その先頭に立って行きます。すると羊は、彼の声を知っているので、彼について行きます。:5 し

かし、ほかの人には決してついて行きません。かえって、その人から逃げ出します。その人たちの声を知ら

ないからです。」:6 イエスはこのたとえを彼らにお話しになったが、彼らは、イエスの話されたことが何の

ことかよくわからなかった。:7 そこで、イエスはまた言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げ

ます。わたしは羊の門です。:8 わたしの前に来た者はみな、盗人で強盗です。羊は彼らの言うことを聞か

なかったのです。:9 わたしは門です。だれでも、わたしを通って入るなら、救われます。また安らかに出

入りし、牧草を見つけます。:10 盗人が来るのは、ただ盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするだけのためで

す。わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」 

かつて、羊牧場の管理者だったフィリップ・ケラーが、羊特有の危険を著書の中で記しました。その危

険はキャストダウン、ひっくり返った羊とも呼ばれ、転んだ羊が自力で起き上がることができなくなる

状態のことを言いました。ケラーはそのことについてこのように述べています。「ひっくり返った羊の姿

ほど、哀れな光景はありません。…それはこのように起こります。重く肥えた羊や、長い毛の羊は、地面

のくぼみや浅い穴で気持ち良く横になります。からだを伸ばし、くつろぐために、少しばかり寝返りを打

ちます。すると突然、からだの重心が移り、ひっくり返って、足が地面につかなくなるのです。羊は恐れ

を感じ、必死にあがき始めます。そして、しばしばこれが事態をさらに悪化させます。からだがさらに回

転してしまうのです。そうなると、自力で立ち上がることは完全に不可能になります。そのままもがいて

いるうちに、お腹にガスがたまり始め、それが膨張すると、からだのすみずみ、特に足に血が通うのを遅

らせ、止めてしまいます。暑くて日光の強い日であれば、ひっくり返った羊は、数時間のうちに死ぬこと

もありえるのです。」と。 

悲しいと思いませんか？羊は一度転ぶと自力で立てません。転んだ羊は恐怖の中で、もがくこと以外

何もできません。羊はあまりにも無力な動物でした。しかし、羊はただ無力なだけではありません。よく

知っている方もいると思いますが、羊はほかにもたくさんの弱さを抱えている存在でした。たとえば、羊

は簡単に迷子になる動物でした。視力があまり良くないからこそ、羊は食べることに夢中になっている

間に、知らぬ間に群れからはぐれて、さまよってしまうことがあります。また、羊は非常におくびょうで、

まわりに流されやすい動物でもありました。目の前に、突然ウサギが飛び出して来た結果、恐怖にかられ

た１匹が走り始め、そして、訳のわかっていないほかの羊もおびえて、いっしょに逃げて行くようなこと

もありました。また加えて、そのようなか弱い羊は、争い好きな一面もありました。横暴な羊は、食事に

一番良い場所を独占するために、ほかの羊を頭でついて押しのけることもあります。いろいろなことに

おくびょうで、いろいろな弱さを覚えているのに群れの中では、自分の力や立場を誇示することがある

のです。文字どおり、羊はたくさんの弱さを抱えた存在でした。か弱く、自分で自分を守る手段がなく、



容易に迷子になり、まわりに流されやすく、おくびょうですが、まわりに自分の立場を誇る争いを引き起

こす存在でした。 

そして、そのような羊こそ聖書が私たちの姿に当てはめているものでした。聖書を見ると、実際にその

姿が何度も繰り返されています。聖書は、私たちが羊だと言います。たとえば詩篇１００：３にもこのよ

うに書いていました。「知れ。【主】こそ神。主が、私たちを造られた。私たちは主のもの、主の民、その牧場の

羊である。」と。私たちがよく知っているイザヤ５３：６にもそのことが書かれていました。「私たちはみ

な、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。……」と。神様が人を表現することば

を選ぶ際に、さまざまな選択肢はもちろんありました。動物全体の中から何を選んでも良かったのです。

しかし、神様が選んだのは羊でした。それは、私たちが自分は無力な存在で、羊飼いが常に必要であるこ

とを忘れないためでした。聖書はそのことを教え続けています。私たちも同じです。私たちはいろいろな

恐れや不安を覚えます。多くの問題に日々直面して迷うこともあります。いろいろなことで、まわりに流

されることもあります。たくさんの弱さを抱えている私たちには、いつも導いてくれる羊飼いが欠かせ

ませんでした。 

そして、今回から私たちが見ていくヨハネ１０章には、そのような羊である私たちにとって、希望や助

けや励ましとなる羊飼いであるイエス様の姿が描かれています。イエス様こそが無力な羊にとっての「門」

であり、そして、イエス様こそが良い羊飼いなる存在でした。「門」であり、良い羊飼いであるお方とは、

具体的にどのような意味を持っているのでしょうか？そのことをいっしょに考えてみましょう。きょう

は、最初の「門」について考えてみたいと思います。１－１０節の内容を正しく理解するために、大きく

四つの質問に答えながら内容を学んでみたいと思います。願わくば、羊として今生きている私たちにと

って、ともにいてくださる羊飼いがどれほどすばらしい存在なのかに改めて心を留めて、そして、賛美す

る機会になることを祈っています。 

〇羊の門であるイエス様：四つの質問 

１． なぜイエス様はたとえを話されたのか？ １－６節 

一つ目の質問は、なぜイエス様はたとえを話されたのかです。もう一度１節から見ていただくと、イエ

ス様はここで印象的なたとえ、比喩を用いて大切な真理を教えようとされました。まわりにいる人たち

に向かって、このように言われるのです。１－５節に「:1 「まことに、まことに、あなたがたに告げます。

羊の囲いに門から入らないで、ほかの所を乗り越えて来る者は、盗人で強盗です。:2 しかし、門から入る者は、そ

の羊の牧者です。:3 門番は彼のために開き、羊はその声を聞き分けます。彼は自分の羊をその名で呼んで連れ出

します。:4 彼は、自分の羊をみな引き出すと、その先頭に立って行きます。すると羊は、彼の声を知っているの

で、彼について行きます。:5 しかし、ほかの人には決してついて行きません。かえって、その人から逃げ出しま

す。その人たちの声を知らないからです。」と書かれています。イエス様はこの箇所で、大きく三つの存在を

挙げていました。一つ目は、羊をよく知っていて、羊を先頭に立って導く羊飼いです。二つ目は、羊飼い

の声をよく知っていて、その声にすなおについて行く羊です。そして、三つ目は、羊のことを盗みにやっ

て来る強盗、盗人でした。 

イエス様は、たとえをもって話されるのですが、どうしてイエス様は急にこのような話を始めたので

しょうか？また、この三つの存在は、いったい何を表していたのでしょうか？そのことを理解する上で、

大切になるのはいつもと同じ、文脈でした。１０章の直前、９章で何があったのか、改めて思い返してみ

てください。９章では、驚くべきみわざがなされていました。イエス様は、生まれつき盲目だった人の目

を見えるようにされたのです。生涯暗やみの中を生きていた盲目の人が、主のあわれみによって光を見

ることができるようになりました。イエス様は、確かに神の御子にしかできないことをなされました。ご

自身こそが、世の光であることを明らかにしていたのです。 



しかし、残念ながら、この出来事は多くの人たちのうちに礼拝ではなく、さらなる憎しみをもたらしま

した。特に、当時の宗教家、民のリーダーだったパリサイ人たちは、このいやしが安息日に行われたこと

に、腹を立てていました。民の指導者は盲人だった人を呼び出して、「お前の目はどのように開いたのか、

神に栄光を帰しなさい」、「あの人が何をしてお前の目が見えるようになったのかを正直に言いなさい」

と、執拗に迫りました。盲人だった人は、自分の身に起こったことを最初から最後まで正直に答え続けま

した。しかし、その答えにますます憤りを募らせた彼らは、最終的に、彼を会堂から追放することにした

のです。会堂から追放されるということは、単に建物の中から追い出される単純な話ではありません。こ

れはこの当時、ユダヤ人にとって死を意味するものでした。追放された人は社会からのけものにされま

した。人々からも呪われ、仕事を失い、宗教的にも切り離される孤独をもたらすものでした。 

本来であれば、この民を導くはずのパリサイ人たちは、民を守る務めを担っていました。本来であれ

ば、みことばを知っている彼らは、旧約聖書から神様のすばらしさを教えて、人々を神様への賛美へと導

くはずの人たちでした。しかし、彼らはあわれみをいっさい示すことなく、見えるようになった人を「自

分たちの家から出て行け」と言って追放したのです。盲目だった人は会堂から出されました。しかし、彼

が孤独になることはありませんでした。そのような彼のもとに救い主がやって来ました。罪人を探して、

救うことを喜びとされたお方が、追放された彼のことを自ら見つけ出して、彼に救いの御手を差し伸べ

ました。その結果、彼はイエス様を信じて救われて、心からの礼拝をささげることになりました。９章の

最後に、何と書いていましたか？自分は見えていると思っていた民の指導者、パリサイ人たちは、罪を赦

されず盲目のままにとどまることになりました。反対に、盲目だった人は罪を赦されて光を見ることに

なりました。見えていると思っていた者が盲目のままにとどまり、見えていなかった者が目を開かれた

のです。これが９章の大きな流れでした。 

そして、この流れを受けて１０章は書かれているのです。私たちは感謝なことに、聖書を開けば数字が

打っています。章があり、また節が書かれています。しかし、もともとこの数字があったわけではありま

せん。私たちの助けのために書かれているだけです。ですから、イエス様はここで９章と全く別の人物た

ちに語っているのではなく、同じ人たちに向かって語っていました。それが証拠に１０：２１節をもう一

度見ていただくと、イエス様の話を聞いていた者たちの応答がこのように書いています。「ほかの者は言っ

た。「これは悪霊につかれた人のことばではない。悪霊がどうして盲人の目をあけることができようか。」」と。人々

の頭のうちには、盲目だった者の姿が目の前にありました。９章を受けて１０章が書かれているのです。

そうすると、どうしてイエス様がこのたとえを話されたのかわかりますか？羊飼い、羊、盗人を通して何

を教えようとされていたのかわかりますか？イエス様は明白にしようとしました。一つに神の民である

羊を大切に扱おうとしない民の指導者は、盗人、強盗であるというのです。盲目だった者をパリサイ人た

ちは大切にしませんでした。彼らは自分たちこそ民の羊飼いだと主張はしていました。しかし、彼らは羊

に仕えることよりも、実際は自分たちの利益のために羊を使うことに熱心に生きていました。彼らが教

えていた宗教は、人々の重荷を取り除くどころか、さらに重荷を付け加えるものでした。本来であれば民

の羊飼いとして、その務めを果たして、民にあわれみを示すべきだった指導者たちは、民にあわれみを示

すばかりか、民に軽蔑の目を示していたのです。本来であれば羊を導いて、羊を養って、羊を守るはずの

彼らが、羊を食い物にしました。彼らは避けるべき、非難されるべき対象だったのです。民の指導者たち

は盗人、強盗でした。 

しかし、それとは対照的に、彼らとは違って神の民である羊にあわれみを示して、迷い出た羊を助け出

すようなお方がいました。それが、羊飼いであるイエス様でした。イエス様は羊飼いとして、この地上に

来ました。ある時、イエス様は働きの最中、人々の様子をご覧になって、このようなことを言われました。

マタイ９：３５－３６にこのように書いています。「:35 それから、イエスは、すべての町や村を巡って、会

堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、あらゆる病気、あらゆるわずらいをいやされた。:36 また、群衆を見て、羊飼



いのない羊のように弱り果てて倒れている彼らをかわいそうに思われた。」と。イエス様はいろいろなことをな

されました。イエス様はいろいろな人に会われ、いろいろな村、町に行かれました。そして、そのなして

いたすべてのことは、羊飼いがいない羊のように、弱り果てている者たちへのあわれみのゆえでした。イ

エス様は傷ついて、倒れている羊のために来てくださった救い主でした。イエス様は、人々からのけもの

にされているような者たち、取税人や病人、罪人のような者たちを助けに来られたあわれみ深いお方で

した。１－５節のたとえ、比喩を用いて、イエス様は、民の指導者たちは羊のことをあわれもうとしない

強盗で、避けるべき存在であること、それだけではなく、ご自分こそがあわれみ深い羊飼いであることを

教えようとしました。私こそが羊にとって大切な、最も必要な真の羊飼いであることを教えようとした

のです。それが、たとえが用いられた目的でした。 

しかし、人々は残念ながら、その真理を理解することができませんでした。６節にこのように書いてい

ます。「イエスはこのたとえを彼らにお話しになったが、彼らは、イエスの話されたことが何のことかよくわから

なかった。」と。イエス様はご自身こそが羊飼いだと訴えました。しかし、彼らはわかりませんでした。盲

目だった者は、イエス様の言っていることがよく理解できませんでした。でも混乱を覚えていた者たち

に対して、イエス様は「もういいや」と諦めて立ち去るのではありません。そのような鈍い彼らに対して、

イエス様はあわれみを持って、さらに説明を加えました。ご自身が羊飼いであることが何を意味するの

かをイエス様はさらに詳しく教えるのです。 

２．羊の門とはどういう意味なのか？ ７－８節 

そして、７節からが私たちがきょう見るイエス様の最初のことばでした。イエス様は言われました。

「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしは羊の門です。」と。イエス様は、自分が「羊の門」だ

と言われました。二つ目の質問は、「羊の門」とはどういう意味なのかということです。イエス様ははっ

きりと「私は羊の門です。」と言いました。しかし、そもそも「羊の門」とは何を意味していたのでしょう

か？少し立ち止まって考えてみてください。聖書をいろいろなところで読んできた皆さんであれば、「羊

の門」ということばは、聞いたことがあると思います。「羊の門」に関して、どのようなイメージを持って

いますか？「羊の門」と聞くと、どのようなものを思い浮かべますか？木でできた柵のようなものを思い

浮かべるでしょうか？押して開く立派な扉のことを思い描くでしょうか？ここで言われている「門」は、

そのようなものではありませんでした。では、当時の様子を想像してみてください。羊飼いが羊を連れ

て、遠くの牧草地に行った場合、羊飼いはその近くに野外用の羊の囲いを作りました。その囲いは、屋根

がついている小屋ではありません、石垣で囲った四角形のものでした。その石垣の上には変なものが入

ってこないように、棘のついた枝などが置かれたりしました。羊はそのような頑丈な壁で囲まれた囲い

の中に入って、夜の間休んでいたのです。そして、その囲いには入り口が一つだけ開いていました。入り

口は羊が中に入った後、木製の扉で閉められたりはしませんでした。入り口を閉じたのは、何と羊飼い自

身でした。入り口を守っていた「門」の役割を果たしていたのは、羊飼いだったのです。 

ひとりの先生がこの点に関して、わかりやすく教えてくれています。実際にあった話を本の中に残し

ていました。「ある日、彼は案内人とともに旅をしていて、一人の羊飼いとその羊の群れに出会った。彼

はその羊飼いと会話を始めた。その男は、夜になると羊たちを導き入れる囲いを見せてくれた。それは四

方を壁で囲まれ、入り口が一つあるだけの場所だった。スミス氏は彼に尋ねた。『羊たちは夜になるとそ

こに入るのですか？』羊飼いは答えた。『そうです。そして、中にいる間は完全に安全です。』スミス氏は

言った。『しかし、そこには門がありませんね。』羊飼いは答えた。『私が門です。』彼はクリスチャンでは

なく、新約聖書の言葉を用いて話していたのでもなかった。彼はアラブの羊飼いの立場から語っていた

のである。スミス氏は彼を見つめて尋ねた。『私が門』とはどういう意味ですか？羊飼いは答えた。『日が

暮れて、羊たちが中に入ると、私はその開いた入り口のところに横になります。どんな羊も、私の身体を

超えずに外に出ることはありません。また、どんな狼も、私の身体を超えない限り中に入ることはできま



せん。私が門なのです。』」と言われています。これが、イエス様がここで言おうとしていたことでした。 

羊にとって、安心を見いだす唯一の方法は、羊自身が強くあることではありません。「門」である羊飼い

を通って、「門」である羊飼いに守られている囲いの中に入ることでした。「門」であるイエス様だけが、

神の国、永遠のいのちへと至る唯一の入り口だったのです。この点に関して、別のみことばも繰り返し教

えています。ヨハネ１４：６にこのように書いています。「イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理

であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。」と。使

徒４：１２にもこのように書かれていました。「この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下

でこの御名のほかに、私たちが救われるべき名は人に与えられていないからです。」」と。 

聖書が教えていることは、「神様に至る道がたくさんあります」ではありません。救いへと至る方法は、

人それぞれ多種多様にありますではありません。道はただ一つ、イエス・キリストだけでした。当時の宗

教家たちは、もちろんそのようなことは信じていませんでした。イエス様の前にいた彼らは、選ばれた血

筋や自分たちの良い行いが天へと至る道だと思い込んでいました。律法を熱心に守り行うことが神の国

へとたどり着く方法だと疑うことはありませんでした。それが神へと至る道だと信じていたからこそ、

確信していたからこそ彼らは自分たちだけではなく、ほかの人たちにも律法を押し付けていたのです。

しかし、残念ながらそのような道の先には滅びしかありませんでした。キリスト以外の道を勧める盗人

の道には、いっさいの希望がなかったのです。キリストを除いた道は、終わることのない重荷と絶望があ

りました。 

そして、これは今の時代でも同じです。私たちもよく知っているとおり、今の時代は多様性を受け入れ

ることを求めます。有名なマザー・テレサもこのようなことばを残していました。「私はいつもこう言っ

てきました。ヒンドゥー教徒には、より良いヒンドゥー教徒になれるよう助けるべきであり、ムスリムに

は、より良いムスリムになれるよう助けるべきであり、カトリック信徒には、より良いカトリック信徒に

なれるよう助けるべきです。」と。彼女に限った話ではありませんけれども、彼女は宗教の違いに関わら

ず、人は真実の愛とは奉仕を通して、神を見いだすことができるのだと信じていました。今のいろいろな

宗教も同じです。すべての道が神へとつながっているのだと多くの人たちは語っています。しかし、それ

は真っ赤なうそでした。神様に至る道は、何個も何個もあるのではありません。人は自分の好きな道を行

けば、最後には同じ場所にたどり着くのでもありません。救いへの道は、「門」であるイエス・キリスト

を通してだけでした。私たちはキリストを通して義と認められます。キリストを通して罪を赦されます。

キリストを通して神の家族へと受け入れられ、キリストを通して父なる神様のみもとへとたどり着きま

す。羊にとっての「門」は羊飼いです。罪人である私たちにとって、唯一救いに至る「門」は、救い主、

イエス・キリストだけでした。 

３. だれが羊の門を通れるのか？ ９ａ節 

三つ目の質問は、ではだれがこの羊の門を通れるのかです。私たちは「羊の門」が救い主、イエス・キ

リストであることを見ました。そして、その答えははっきりと記されていました。９節のところをもう一

度見ていただくと９節の冒頭はこのように始まっていました。「わたしは門です。だれでも、わたしを通って

入るなら、救われます。……」と。だれでもと言われていました。 

▶だれでも 

だれでもは文字どおりだれでもです。どのような人であろうと例外ではありません。救いへと至る「門」

は一つしかありませんでした。しかもその「門」は分け隔てなく、すべての人に開かれていました。これ

と同じ真理は、みことばの中で何度も、何度も明らかにされていました。使徒２：２１にこのように書か

れていました。「しかし、主の名を呼ぶ者は、みな救われる。』」と。１０：４３節にもこのように書いていま

した。「イエスについては、預言者たちもみな、この方を信じる者はだれでも、その名によって罪の赦しが受けら

れる、とあかししています。」と。ローマ１０：１１－１３にもこのように書いています。「:11 聖書はこう



言っています。「彼に信頼する者は、失望させられることがない。」:12 ユダヤ人とギリシヤ人との区別はありませ

ん。同じ主が、すべての人の主であり、主を呼び求めるすべての人に対して恵み深くあられるからです。:13 「主

の御名を呼び求める者は、だれでも救われる」のです。」と。「門」は一つしかありませんでした。感謝なこと

に、救いの門は、だれに対しても開かれていました。ユダヤ人、ギリシヤ人といった人種も関係ありませ

ん、年齢も立場も関係ありません。ヨハネの途中で見てきましたけれども、ニコデモのように人から尊敬

される人であったとしても、その次に見た井戸にいたサマリヤの女性のように、人からさげすまれる姦

淫を犯していた人物であっても関係ありません。どれほど長い間罪を犯してきたとしても、どれほど罪

に汚れていたとしても、どれほど罪深かったとしても救いの門が、その人の前ですでに閉められている

ことはありません、その「門」は分け隔てなくだれにでも開かれていました。救いの希望はそこにあるの

です。しかし、同時にここに大切なこともありました。 

▶わたしを通って入るなら 

「門」はだれにでも開かれていたとしても、その「門」を通って入るかはそれぞれの責任でした。今私

たちが読んだ９節のところでイエス様は、「私は門です。だれでも救われます。」とは言いませんでした。

「わたしは門です。だれでも、わたしを通って入るなら、救われます。……」と言われました。言い換えれば、

すべての人にとって大切なのは単に「門」の近くに来ることではありません。「門」について良いことを

口にすれば十分なのでも、「門」についてたくさんの知識を持っていれば十分なのでもありません。「門」

のすばらしさに感動して、ただそれに感謝するだけでも十分ではありません。すべての人に欠かせない

こと、それは実際に「門」を通って入ることでした。イエス様の前に自分の罪を悔い改めて、これまでの

自分を中心とする生き方を捨てて、この方を自分の救い主、主人として信じ従っていくことでした。果た

して、きょうあなたは単に「門」の近くに立っている者として歩んでいるでしょうか？それとも「門」を

通った者、救いを知った者として、希望を持って歩んでいるでしょうか？もしまだイエス様を自分の救

い主として知らないのであれば、どうかきょうこの瞬間に信じてください。 

このような考えを聞くこともあります。「自分は、今は信じませんと、この世に置かれている間、まず

はこの世での人生を楽しんで、その後で自分はイエス様を信じます」と。もしそのような考えを持ってい

るのであれば、それは非常に危険な思い違いです。私たちはだれも自分がいつまで生きられるのかを知

りません。そして、今は確かに開かれている「門」も、死んだ後ではどれほど後悔したとしても開かれる

ことはありません。生きている間に、「門」を通らなかったら二度目のチャンスはありません。ですから、

どうかきょう「羊の門」であるイエス様を信じて、イエス様にある救いの喜びを知って帰ってください。

あなたが本当に必要としている救い、希望は、「羊の門」であるイエス様にしかありません。どうかその

喜びを知って帰ってください。そして、もし「羊の門」を通って入るのなら、そこには測り知れない祝福

がありました。 

４．羊の門を通った先に何が待っているのか？ ９ｂー１０節 

四つ目の質問は、「羊の門」を通った先に何が待っているのかです。そして、大きく二つの祝福がここ

に挙げられていました。９節の途中から最後まで見てください、このように記されています。「:9 ……ま

た安らかに出入りし、牧草を見つけます。:10 盗人が来るのは、ただ盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするだけの

ためです。わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」と。 

１） 安心 

「門」を通った先に待っている一つ目の祝福は、安心です。ここに「出入り」するということばが使わ

れていました。「出入り」するとは、旧約聖書を通して日常の自由さを表す表現として使われていました。

自由に「出入り」することができる意味です。自由さを表現することばでした。つまり「羊の門」で守ら

れている羊は、何の不安や恐れもなく安全に歩き回ることができるのです。 



羊は囲いの中に入れられていました。そして、その囲いの中で休んでいる羊を襲おうとする捕食者や

奪おうとする盗人は、一つしかない入り口から入っていくしかありませんでした。そして、そこに「門」

として待っているのは、羊を愛する屈強な羊飼いだったのです。羊が安心を抱けるのは、羊自身に身を守

る術があるからではありません。羊はか弱い存在でした。彼らは頑丈な「門」で、すべての危険から守ら

れているからこそ、安全にいることができるのです。そして、これは救われた者と同じです。イエス様を

信じて救われた羊は、羊飼いであるイエス様に固く守られています。聖書を見ればいろいろなことが書

かれています。たとえば、私たちは永遠のさばきから守られています。「羊の門」の内側で、羊は滅んで

しまうことはありません。 

少し戻っていただいて、ヨハネ５：２４で、イエス様はこのように約束していました。「まことに、まこ

とに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、

さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです。」と。すばらしい約束が書いていました。信じる

者は、もうさばきに会うことはありません、死からいのちへと移っていますと。永遠のさばきから守られ

ているのです。また、それに加えて羊は救いにおいても「羊の門」の内側で守られていました。言い換え

ると一度救われた羊が、救いを失うことは絶対にないのです。どのような悪や敵からの攻撃があっても、

羊は羊飼いの御手のうちにあっていつも守られています。 

ヨハネ１０：２８を見ていただくと、たぶん再来週見ると思いますけれども、このような約束が与えら

れています。「わたしは彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは決して滅びることがなく、また、だれもわたしの

手から彼らを奪い去るようなことはありません。」と。羊飼いの手に守られている者を奪い去ることができる

者はいません。Ⅰヨハネ５：１８にもこのように書いていました。「神によって生まれた者はだれも罪を犯さ

ないことを、私たちは知っています。神から生まれた方（イエス様のことですが、）が彼を守っていてくださる

ので、悪い者（サタン）は彼に触れることができないのです。」と。神から生まれた者、救われた者は、羊飼

い、「羊の門」であるイエス様に守られていました。最も安全な場所にいるということです。ただ勘違い

してほしくないのは、羊飼いである主に守られているということは、私たちがこの世で苦しみを経験し

ないという話ではありません。私たちは試練や痛み、苦悩や困難、時には迫害を経験することさえありま

す。実際、使徒のほとんどが殉教していきました。また、今も多くのクリスチャンたちが、迫害を受け続

けています。それは現実のものとしてあります。 

しかし、同じように確証を持って言えるのは、救われた者から救いを奪い去ることのできるものは何

もないということです。一度「羊の門」の内に入れば、そこから引きずり出せるような者はいないのです。

キリストの愛から引き離すことのできるものは何もありません。信仰者が持てる確信をパウロもローマ

８：３５、３７でこのように述べていました。「:35 私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患

難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。……：37 しかし、私たち

は、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるのです。」

と。繰り返しになりますけれども、弱い羊である私たちが、勝利者として生きることができるのは羊の力

ではありません。私たちを愛してくださった方によってです。何者も圧倒的な力を持つキリストの愛か

ら引き離すことができないからこそ、キリストのうちに入れられている者は、勝利者として生きていく

ことができるのです。良い羊飼いが守っていてくれるから、頑丈な「羊の門」のうちに入れられているか

ら私たちはいつも安心を見いだすことができました。安全でいられることが「羊の門」を通った先に待っ

ているすばらしい祝福でした。しかし、これだけではありません。 

２）あふれんばかりの満足 

二つ目に待っている祝福は、あふれんばかりの満足でした。１０章の特に最後の１０節のところで、イ

エス様は言われていました。「……わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」と。

▶豊かに 



「豊かに」というのは、「あまりある」とか「あふれるほどの」といった意味が含まれたものでした。

少しだけ数が多いという話ではありません。あふれている様子、泉から水がとめどなく湧き出てくるよ

うな様子です。羊はまるで泉から水が湧き出てくるように、「羊の門」の内側で、主のすばらしさを味わ

い、いつも満ち足りていることができるとのです。その満足はあふれんばかりになると言うのです。ジェ

ームズ・ボイスという先生もこの点に関して、次のような説明をしていました。「豊かないのちとは、何

よりもまず満ち足りた人生です。その満足は、神があらゆる非常事態にも十分なお方であり、キリスト・

イエスにあって、ご自身の栄光の豊かさに従い、私たちの必要をすべて満たしてくださる、という事実に

基づいているのです。」と。 

羊は自分のうちに満足を持っているわけではありません。しかし、自分を養い導いてくれる羊飼いの

もとで満ち足りることができました。まさに詩篇２３で描かれている姿そのものです。２３：１節で「【主】

は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません。」と言われていました。ダビデは、単純に主は羊飼いとは言

いませんでした。「主は私の羊飼い」と言いました。主が自分の羊飼いであれば、その者は乏しいことがあ

りませんと。最初に見ましたけれども、羊は弱い存在でした。絶えずいろいろな危険がありました。外側

から敵にいのちを狙われることもあり、また内側から同じ群れの中でもほかの羊との間に争いが起こる

こともありました。ほんの些細なことで、恐れや不安を抱いて、敵に襲われても自分の身を守る術すら持

ってないようなおくびょうな存在でした。道を間違えてさまよってしまうこともあれば、ひっくり返る

と自分では起き上がることができない無力な存在でした。羊は助けがなかったら容易に飢え渇き、すぐ

に死んでしまいます。しかし、どれだけ彼ら自身が弱くて無力であっても、彼らを助けるのに十分な力を

持っている羊飼いがともにいれば、どのような時も乏しいことはありませんでした。羊にとっての満足

は、いつも自分とともにいる羊飼いにすべてかかっていました。 

そして、これは今の私たちの歩みにおいても同じです。私たちのまわりにも数多くの問題は起こりま

す。私たちを悲しませることや疲れさせることはたくさんあります。恐れや不安を抱かせる状況に直面

することもあります。病を経験することや罪との葛藤を経験することもあります。日常のいろいろなも

のに苦しめられることもあれば、自分の手に負えない試練が降りかかってくることもあります。その結

果、心が痛むこともあります。外側からのそのような問題が起こるだけでなく、内側にあっても問題が起

こります。家族の間や友人の間、兄弟姉妹との間に争いや衝突が起こることもあります。私たち自身も確

かに羊と同じです。羊と同じようにいろいろな弱さや難しさを抱えているのです。そのような羊にとっ

ての豊かな人生は、苦しみがない人生ではありません。たとえどのような問題が起こったとしても、羊は

羊飼いである主のうちにあって満足を見いだすことができました。それが羊にとっての最も良い生き方

でした。私たちのすべてをご存じでいてくださり、私たちの弱さも愚かさもまた、私たちが行く道もすべ

てご存じでいてくださり、どのような時も変わらず守ってくださる「羊の門」である主にあって、私たち

は満足を持って生きていくことができます。 

イエス様は言われていました。「私は羊の門です。」と。私たちはどのような時も、主を信頼して生きて

いこうとしているでしょうか？「羊の門」である主のうちに平安を見いだして生きていこうとしているで

しょうか？それとも、私たちは羊であると言われているにもかかわらず、自分の力に信頼して、いろいろ

なものにひっくり返って、ただもがいていることはないでしょうか？「羊の門」であるイエス様とともに

歩んでいく人生、それは決して貧しい人生ではありません。たとえ嵐があろうとも、ひとりでさまよって

歩む孤独な歩みにはなりません。「門」に守られているから、私たちは困難の中でも希望を失うことがあ

りません。「羊の門」が私たちとともにいてくださることが私たちにとってすべてでした。「羊の門」を通

った先には、豊かなあふれんばかりの祝福がありました。それが、聖書が約束してくれているすばらしい

希望です。 



最後に、自分自身が羊であることを本当に信じているでしょうか？そして、自分が羊であると信じて

いるのなら、どれだけ自分の羊飼いのことを愛しているでしょうか？私たちは時に羊飼いである主の愛

を疑うことがあるかもしれません。来週、このことを見ますけれども、少し続きを見てください。この羊

にとってなくてはならない存在、羊飼いであるイエス様は、すさまじいほどの愛を示してくださったお

方でした。この後、１１節からこのようなことばが繰り返し、繰り返し出てきます。１１節にこのように

書いていました。「わたしは、良い牧者です。良い牧者は羊のためにいのちを捨てます。」と。１５節には、「そ

れは、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っているのと同様です。また、わたしは羊のためにわたしのい

のちを捨てます。」と、１７節に「わたしが自分のいのちを再び得るために自分のいのちを捨てるからこそ、父は

わたしを愛してくださいます。」と記されています。私たちとともにいる羊飼いは、羊のためにいのちを捨

ててくださるお方です。実際に、十字架の上で捨ててくださいました。この方はもう私たちに対しての愛

を示してくださっています。「羊の門」であり、良い羊飼いである方とともに生きていくことができます。

かつて羊のようにさまよっていた私たちが、羊飼いである方のもとに帰ったのなら、満足を持って生き

ていくことができます。私たちは感謝を持って生きていくことができます。主を覚えて、「羊の門」であ

る主を賛美しながら、今週、１週間もともに歩んでいきましょう。 


